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レポートボックス１ー１　応用線形代数

1. 実数を係数とする変数 xの多項式全体の集合R[x]は通常の和と実数とのスカラー積でベクトル
空間になることを定義に沿って示せ．（多項式全体の集合R[x]には任意の次数の多項式が含まれ
ていることに注意すること）．

2. 次の R3の部分集合は部分空間になるか答えよ．ならない場合はその理由を書け．

(a)
{
x ∈ R3 | x3 = 0

}
(b)

{
x ∈ R3 | x1x2 = 0

}
(c)

{
x ∈ R3 |x1 = 2x2 = 3x3

}
3. ∥ · ∥をRnの任意のノルムとする．このノルムに対応する双対ノルムを ∥x∥∗ := sup∥y∥=1 |xTy|
と定義したとき，∥ · ∥∗も Rnのノルムであることを定義に沿って示せ．

4. V,W をベクトル空間，T : V → W を線形写像とする．v1,v2, . . . ,vn ∈ V とするとき，以下の
ことを示せ．

(a) T (v1), T (v2), . . . , T (vn)が線形独立であれば v1,v2, . . . ,vnも線形独立である．

(b) T が単射写像であり，v1,v2, . . . ,vnが線形独立であれば T (v1), T (v2), . . . , T (vn)も線形独
立である．
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